
管内３か所のアグリセンターを中心に、それぞれの地域特色を活かした水稲・野菜・果実・
花卉の生産振興を図ります。取扱高が１億円以上の品目は米及びゴボウ・レンコン、業務用
タマネギ・キャベツがあり、取扱高３千万円程度の品目にはアスパラガス・ブドウがあり、こ
れらの品目を中心に「農業の持続性確保」を目指す「環境調和型農業＊２」の推進を視野に、
関係機関と連携して個別農家の規模拡大や技術向上を通して産地の活性化及び地域農業の振
興に取り組みます。

1）販売品取扱高の目標
生産者組織と連携して「よりよい営農活動＊３」への理解増進と段階的な取り組み推進を図り、

環境負荷への低減技術や品質改善に資する新技術の習得などを通じてブランド力強化に努め
るとともに、高品質で安定した生産出荷による有利販売につなげ、目標達成を目指します。

2）米集荷の目標
消費者へ直接販売する「元気玄米」を積極的に推進するとともに、高温障害対策としての
品種選定及び栽培指導を行うなど、集荷数量の増加に取り組みます。1. 生産振興方針

倉敷かさやエリア

倉敷かさや統括本部

（単位 : 千円）

目　　標
令和7年度 令和8年度 令和9年度

米
麦・豆・雑 穀
野 菜
果 実
花 き・花 木
直 売 所
そ の 他
合 計

品　　　　目
実　　績
令和6年度
217,603
10,454
808,787
81,538
12,770
404,493
6,409

1,542,053

218,000
9,100

900,620
84,550
13,350
420,000
6,450

1,652,070

219,000
9,120

951,000
86,000
13,800
422,000
6,450

1,707,370

220,000
9,200

990,000
88,000
14,000
424,000
6,450

1,751,650

3）麦・大豆集荷の目標
（単位 :t）

目　　標
令和7年度 令和8年度 令和9年度

大 麦
白 大 豆
黒 大 豆

品　　　　目
実　　績
令和6年度

49.5
0.2
5.5

45.0
0.2
5.5

45.0
0.2
6.0

45.0
0.2
6.0

4）園芸重点品目（野菜・花き）振興の目標
アスパラガスを引き続き水田転作作物としての推進品目に位置づけ、関係機関と連携して生
産振興及び産地育成に取り組みます。具体的には、早期出荷へ向けた栽培による高単価の実
現や新技術導入による秀品率向上など農業所得の向上に努め、個々の作付け拡大意欲の高揚
を図ります。また、既存農家の生産意欲を新規作付け農家の掘り起こしにつなげる推進活動
を展開します。

❶生産面積

品　　　　目

  野　　菜

実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位 :ha）

ナ ス
アスパラガス

0.4
3.7

0.4
4.0

0.4
4.2

0.4
4.5

品　種　・　銘　柄

主食用米

水田活用米穀
　合　　 計　
（うち里海米）

実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位：俵）

コ シ ヒ カ リ
き ぬ む す め
ヒ ノ ヒ カ リ
朝 日
ア ケ ボ ノ
に こ ま る
にじのきらめき
も ち 米
酒 造 好 適 米
その他主食用米

90.0
2,902.5
3,972.5
1,370.5
414.5
887.0
11.5
48.0
241.5
213.5
1,511.1
11,662.6
676.0

100.0
3,500.0
4,500.0
1,500.0
450.0
1,500.0
20.0
50.0
250.0
220.0
1,000.0
13,090.0
700.0

110.0
3,550.0
4,500.0
1,500.0
450.0
1,550.0
20.0
50.0
250.0
220.0
1,000.0
13,200.0
800.0

120.0
3,600.0
4,600.0
1,500.0
450.0
1,600.0
30.0
50.0
250.0
220.0
1,000.0
13,420.0
900.0

※水田活用米穀とは「飼料用米」「米粉用米」「加工用米」「新市場開拓用米」を指す。
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管内３か所のアグリセンターを中心に、それぞれの地域特色を活かした水稲・野菜・果実・
花卉の生産振興を図ります。取扱高が１億円以上の品目は米及びゴボウ・レンコン、業務用
タマネギ・キャベツがあり、取扱高３千万円程度の品目にはアスパラガス・ブドウがあり、こ
れらの品目を中心に「農業の持続性確保」を目指す「環境調和型農業＊２」の推進を視野に、
関係機関と連携して個別農家の規模拡大や技術向上を通して産地の活性化及び地域農業の振
興に取り組みます。

1）販売品取扱高の目標
生産者組織と連携して「よりよい営農活動＊３」への理解増進と段階的な取り組み推進を図り、

環境負荷への低減技術や品質改善に資する新技術の習得などを通じてブランド力強化に努め
るとともに、高品質で安定した生産出荷による有利販売につなげ、目標達成を目指します。

2）米集荷の目標
消費者へ直接販売する「元気玄米」を積極的に推進するとともに、高温障害対策としての
品種選定及び栽培指導を行うなど、集荷数量の増加に取り組みます。1. 生産振興方針

倉敷かさやエリア

倉敷かさや統括本部

（単位 : 千円）

目　　標
令和7年度 令和8年度 令和9年度

米
麦・豆・雑 穀
野 菜
果 実
花 き・花 木
直 売 所
そ の 他
合 計

品　　　　目
実　　績
令和6年度
217,603
10,454
808,787
81,538
12,770
404,493
6,409

1,542,053

218,000
9,100

900,620
84,550
13,350
420,000
6,450

1,652,070

219,000
9,120

951,000
86,000
13,800
422,000
6,450

1,707,370

220,000
9,200

990,000
88,000
14,000
424,000
6,450

1,751,650

3）麦・大豆集荷の目標
（単位 :t）

目　　標
令和7年度 令和8年度 令和9年度

大 麦
白 大 豆
黒 大 豆

品　　　　目
実　　績
令和6年度

49.5
0.2
5.5

45.0
0.2
5.5

45.0
0.2
6.0

45.0
0.2
6.0

4）園芸重点品目（野菜・花き）振興の目標
アスパラガスを引き続き水田転作作物としての推進品目に位置づけ、関係機関と連携して生
産振興及び産地育成に取り組みます。具体的には、早期出荷へ向けた栽培による高単価の実
現や新技術導入による秀品率向上など農業所得の向上に努め、個々の作付け拡大意欲の高揚
を図ります。また、既存農家の生産意欲を新規作付け農家の掘り起こしにつなげる推進活動
を展開します。

❶生産面積

品　　　　目

  野　　菜

実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位 :ha）

ナ ス
アスパラガス

0.4
3.7

0.4
4.0

0.4
4.2

0.4
4.5

品　種　・　銘　柄

主食用米

水田活用米穀
　合　　 計　
（うち里海米）

実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位：俵）

コ シ ヒ カ リ
き ぬ む す め
ヒ ノ ヒ カ リ
朝 日
ア ケ ボ ノ
に こ ま る
にじのきらめき
も ち 米
酒 造 好 適 米
その他主食用米

90.0
2,902.5
3,972.5
1,370.5
414.5
887.0
11.5
48.0
241.5
213.5
1,511.1
11,662.6
676.0

100.0
3,500.0
4,500.0
1,500.0
450.0
1,500.0
20.0
50.0
250.0
220.0
1,000.0
13,090.0
700.0

110.0
3,550.0
4,500.0
1,500.0
450.0
1,550.0
20.0
50.0
250.0
220.0
1,000.0
13,200.0
800.0

120.0
3,600.0
4,600.0
1,500.0
450.0
1,600.0
30.0
50.0
250.0
220.0
1,000.0
13,420.0
900.0

※水田活用米穀とは「飼料用米」「米粉用米」「加工用米」「新市場開拓用米」を指す。
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5）園芸重点品目（果実）振興の目標　　　
重点推進品目のブドウについて、主要品種であるピオーネ・シャインマスカットへの品種集
約に取り組む他、栽培技術の高位平準化による高品質安定生産や生産コスト低減など、農業
所得の向上を目指します。

6）地域特産品目振興の目標
地域の特色ある伝統産物、倉敷管内のGI登録連島ゴボウやレンコン、笠岡管内のイチジク、
矢掛管内のリーキなどについて、「安全・安心」及び「安定生産」に根ざした生産活動に取り
組むと同時に、地域色を活かした有利販売体制の拡充を図るなど、生産・販売一体となって
産地の維持・発展に努めます。

❶生産面積 （単位 :ha）

目　　標
令和7年度 令和8年度 令和9年度

ゴ ボ ウ
レ ン コ ン
シ ョ ウ ガ
リ ー キ
イ チ ジ ク
イ チ ゴ
ラ ー ク ス パ ー

品　　　　目
実　　績
令和6年度

13.0
34.0
1.2
0.8
10.5
1.7
0.6

13.5
35.0
1.2
0.8
10.5
1.8
0.6

14.0
35.5
1.2
0.9
10.5
1.9
0.6

14.5
36.0
1.2
0.9
10.5
2.0
0.6

❷販売品取扱高 （単位 : 千円）

目　　標
令和7年度 令和8年度 令和9年度

ゴ ボ ウ
レ ン コ ン
シ ョ ウ ガ
リ ー キ
イ チ ジ ク
イ チ ゴ
ラ ー ク ス パ ー

品　　　　目
実　　績
令和6年度
170,928
99,820
19,115
1,248
20,032
10,802
6,728

171,000
108,000
19,300
1,250
20,550
12,300
6,800

172,000
109,000
19,300
1,350
21,000
12,400
6,850

172,000
110,000
19,300
1,350
21,000
12,500
6,850

❶生産面積

❷販売品取扱高

品　　　　目

  

ブドウ
品種別

実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位 :ha）

ピ オ ー ネ
シャインマスカット
瀬戸ジャイアンツ
オーロラブラック
紫 苑
そ の 他 ブ ド ウ

モ モ
ブ ド ウ

4.2
15.5
5.4
6.4
0.5
1.5
0.2
1.5

4.2
15.7
5.5
6.5
0.5
1.5
0.2
1.5

4.2
15.7
5.5
6.5
0.5
1.5
0.2
1.5

4.2
15.7
5.5
6.5
0.5
1.5
0.2
1.5

品　　　　目

  

ブドウ
品種別

実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位 : 千円）

ピ オ ー ネ
シャインマスカット
瀬戸ジャイアンツ
オーロラブラック
紫 苑
そ の 他 ブ ド ウ

モ モ
ブ ド ウ

1,005
44,750
8,300
30,535
3,386
1,490
228
811

1,200
47,350
8,500
32,800
3,400
1,500
300
850

1,250
47,650
8,600
33,000
3,400
1,500
300
850

1,300
48,150
8,700
33,400
3,400
1,500
300
850

❷販売品取扱高

品　　　　目

  野　　菜

実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位 : 千円）

ナ ス
アスパラガス

1,135
31,277

1,150
32,000

1,150
33,000

1,150
35,000
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5）園芸重点品目（果実）振興の目標　　　
重点推進品目のブドウについて、主要品種であるピオーネ・シャインマスカットへの品種集
約に取り組む他、栽培技術の高位平準化による高品質安定生産や生産コスト低減など、農業
所得の向上を目指します。

6）地域特産品目振興の目標
地域の特色ある伝統産物、倉敷管内のGI登録連島ゴボウやレンコン、笠岡管内のイチジク、
矢掛管内のリーキなどについて、「安全・安心」及び「安定生産」に根ざした生産活動に取り
組むと同時に、地域色を活かした有利販売体制の拡充を図るなど、生産・販売一体となって
産地の維持・発展に努めます。

❶生産面積 （単位 :ha）

目　　標
令和7年度 令和8年度 令和9年度

ゴ ボ ウ
レ ン コ ン
シ ョ ウ ガ
リ ー キ
イ チ ジ ク
イ チ ゴ
ラ ー ク ス パ ー

品　　　　目
実　　績
令和6年度

13.0
34.0
1.2
0.8
10.5
1.7
0.6

13.5
35.0
1.2
0.8
10.5
1.8
0.6

14.0
35.5
1.2
0.9
10.5
1.9
0.6

14.5
36.0
1.2
0.9
10.5
2.0
0.6

❷販売品取扱高 （単位 : 千円）

目　　標
令和7年度 令和8年度 令和9年度

ゴ ボ ウ
レ ン コ ン
シ ョ ウ ガ
リ ー キ
イ チ ジ ク
イ チ ゴ
ラ ー ク ス パ ー

品　　　　目
実　　績
令和6年度
170,928
99,820
19,115
1,248
20,032
10,802
6,728

171,000
108,000
19,300
1,250
20,550
12,300
6,800

172,000
109,000
19,300
1,350
21,000
12,400
6,850

172,000
110,000
19,300
1,350
21,000
12,500
6,850

❶生産面積

❷販売品取扱高

品　　　　目

  

ブドウ
品種別

実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位 :ha）

ピ オ ー ネ
シャインマスカット
瀬戸ジャイアンツ
オーロラブラック
紫 苑
そ の 他 ブ ド ウ

モ モ
ブ ド ウ

4.2
15.5
5.4
6.4
0.5
1.5
0.2
1.5

4.2
15.7
5.5
6.5
0.5
1.5
0.2
1.5

4.2
15.7
5.5
6.5
0.5
1.5
0.2
1.5

4.2
15.7
5.5
6.5
0.5
1.5
0.2
1.5

品　　　　目

  

ブドウ
品種別

実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位 : 千円）

ピ オ ー ネ
シャインマスカット
瀬戸ジャイアンツ
オーロラブラック
紫 苑
そ の 他 ブ ド ウ

モ モ
ブ ド ウ

1,005
44,750
8,300
30,535
3,386
1,490
228
811

1,200
47,350
8,500
32,800
3,400
1,500
300
850

1,250
47,650
8,600
33,000
3,400
1,500
300
850

1,300
48,150
8,700
33,400
3,400
1,500
300
850

❷販売品取扱高

品　　　　目

  野　　菜

実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位 : 千円）

ナ ス
アスパラガス

1,135
31,277

1,150
32,000

1,150
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1,150
35,000
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7）契約・加工用品目振興の目標
笠岡干拓地域（大規模畑作経営地帯）並びに矢掛水田地域の両地帯における加工用キャベ
ツ・タマネギ栽培の安定的規模拡大を図るため、需給の維持及び増量に向けた実需との「適
時適切」な情報の共有化に努め、産地拡大へのスムーズな反映に取り組みます。

❶販売品取扱高

8）農畜産物直売所振興の目標
管内４つの直売所の連携のみならず、JA 広域にまたがる各地域の特産品を旬な時期に商品
交流する体制の充実や特売企画品及び地域特産品の販売 PR 活動の強化など、直売所の魅力
及び集客力アップに向けて、出荷者会員と職員が一丸となって取り組んでいきます。

❶出荷者数

❷販売品取扱高

（単位 : 人）

目　　標
令和7年度 令和8年度 令和9年度

倉 敷 青 空 市「や さ い 畑」
福 田 青 空 市「す い れ ん」
笠岡ふれあい青空市「しおかぜ」
矢掛宿場の青空市「きらり」
合 計

店　舗　名
実　　績
令和6年度

220
276
268
383
1,147

225
280
275
385
1,165

230
285
280
390
1,185

235
290
285
395
1,205

（単位 : 千円）

目　　標
令和7年度 令和8年度 令和9年度

倉 敷 青 空 市「や さ い 畑」
福 田 青 空 市「す い れ ん」
笠岡ふれあい青空市「しおかぜ」
矢掛宿場の青空市「きらり」
合 計

店　舗　名
実　　績
令和6年度

59,762
110,163
85,139
149,429
404,493

60,000
112,500
97,500
150,000
420,000

61,000
113,000
98,000
150,000
422,000

61,500
113,500
99,000
150,000
424,000

認定農業者並びに生産者組織及び関係機関と連携して、品目別の栽培講習会や実践学習
会等を交えながら、次世代担い手候補者の発掘とともに新規就農に向けた積極的支援活動を
行うなど、新規就農者の確保育成に取り組みます。

❶認定農業者数の目標

❸新規就農者数の目標（単年度）

❷ -（1）集落営農組合数の目標

❷ -（2）集落営農法人数の目標

2. 担い手及び新規就農者の育成支援

（単位 : 経営体）

目　　標
令和7年度 令和8年度 令和9年度

倉 敷 市
笠 岡 市
矢 掛 町
合 計

市　　町　　名
実　　績
令和6年度

46
81
46
173

46
82
47
175

47
83
48
178

48
84
49
181

（単位 : 経営体）

目　　標
令和7年度 令和8年度 令和9年度

倉 敷 市
笠 岡 市
矢 掛 町
合 計

市　　町　　名
実　　績
令和6年度

2
2
1
5

2
2
1
5

2
2
1
5

2
2
1
5

（単位 : 経営体）

目　　標
令和7年度 令和8年度 令和9年度

笠 岡 市
矢 掛 町
合 計

市　　町　　名
実　　績
令和6年度

5
7
12

5
7
12

5
7
12

5
7
12

（単位 : 経営体）

目　　標
令和7年度 令和8年度 令和9年度

笠 岡 市
矢 掛 町
合 計

市　　町　　名
実　　績
令和6年度

3
6
9

3
6
9

3
6
9

3
6
9

（単位 : 千円）

目　　標
令和7年度 令和8年度 令和9年度

タ マ ネ ギ
キ ャ ベ ツ

品　　　　目
実　　績
令和6年度
201,596
23,288

241,950
50,000

255,000
50,000

260,000
50,000

岡
山
東
統
括
本
部

岡
山
西
統
括
本
部

倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部
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ほ
く
統
括
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部
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見
統
括
本
部

真
庭
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部
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本
部

津
山
統
括
本
部
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部
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倉 敷 青 空 市「や さ い 畑」
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